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OFFIC IAL  S ITEに
今すぐアクセス! !
モーニングセミナーのスケジュールは
もちろんの事、つなぐ和のバックナンバー、
企業紹介、新入会員情報、イベント情報、
動画など、WEB限定企画が満載です! !

N EWS

最新ニュースをもっと
詳しく知るには

令和7年 9月 1日
年度はじめ式
令和7年 10月 9日
MSマニュアル研修
令和7年 10月 28日
栞を学ぶ会
令和7年 10月 27日
りんりんゴルフ

詳しくは、電話またはホームページからご確認下さい

京都市東山区川端通五条下る西橘町470  京都倫理会館1F

京都府倫理法人会 経営者モーニングセミナー
自己革新を図れる、実践の場！
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火曜日

水曜日

木曜日

金曜日
土曜日

ホテルグランヴィア京都
ホテル京都エミナース
ANAクラウンプラザホテル京都
ウェスティン都ホテル京都
ホテルロイヤルヒル福知山&スパ
京都東急ホテル
ザ・プリンス京都宝ヶ池
BOSS CLUB
京都ガーデンパレス
ホテル京都エミナース

6:30am - 7:30am
6:30am - 7:30am
6:00am - 7:00am
6:30am - 7:30am
6:00am - 7:00am
6:00am - 7:00am
6:30am - 7:30am
6:30am - 7:30am
6:00am - 7:00am
6:30am - 7:30am

京都洛南倫理法人会
京都嵐山準倫理法人会
京都市中央倫理法人会
京都市東倫理法人会
福知山市倫理法人会
京都市南倫理法人会
京都市北倫理法人会
京都伏見倫理法人会
京都市倫理法人会
京都市西倫理法人会

事　務　局

京都府倫理法人会
一般社団法人 倫理研究所

　
き
っ
と
、
今
の
夫
婦
の
形

と
、
昭
和
の
夫
婦
像
は
全
く

違
う
の
で
、よ
り
「
夫
婦
愛
和
」

の
捉
え
方
は
違
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
昭
和
の「
夫
」像
と
い
う
と
、

「
夜
は
飲
ん
で
遅
く
帰
っ
て
く

る
か
ら
朝
は
起
き
ら
れ
な
い
。

妻
の
言
う
こ
と
は
聞
か
な
い
、

ワ
ン
マ
ン
だ
。」
と
い
っ
た
も

の
で
し
た
。

　
当
時
、
実
践
さ
れ
て
い
た
、

今
は
法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

な
ら
れ
て
い
る
方
々
の
講
話

は
と
て
も
印
象
的
で
、「
奥
様

の
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
な

か
っ
た
の
を
聞
く
よ
う
に

な
っ
た
。
す
る
と
事
業
が
伸

び
て
い
っ
た
。」「
奥
様
が
旦

那
の
ワ
ン
マ
ン
で
腹
を
立
て

て
お
茶
碗
を
割
っ
て
い
た
。

倫
理
を
学
ぶ
こ
と
で
徐
々
に

変
化
、
事
業
の
成
長
に
も
つ

な
が
っ
た
。」
と
い
っ
た
も
の
。

最
も
近
い
奥
様
と
の
関
係
の

中
に
気
づ
き
を
得
る
こ
と
で
、

事
業
に
も
影
響
し
て
い
っ
た

と
い
う
話
で
す
。

　
元
々
、
京
都
の
倫
理
法
人

会
は
倫
理
会
館
で
行
わ
れ
て

お
り
、
私
は
主
人
に
連
れ
ら

れ
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
当
時
は
、
今
の
ホ

テ
ル
の
よ
う
で
は
な
く
、
朝

食
会
は
自
分
た
ち
で
用
意
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

大
き
い
寸
胴
を
使
っ
て
奥
様

同
士
で
集
ま
っ
て
芋
粥
を
焚
い

て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
主
人
が
富
士
研
に
参
加
し
、

手
紙
を
書
い
て
持
っ
て
き
た

と
時
に
、
目
の
前
で
読
ん
で

く
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。「
お
い
」
で
は
な
く
、
私

の
名
前
を
呼
ぶ
と
い
っ
た
実

践
で
し
た
が
、
二
・
三
日
も

京
都
市
中
央

安
井
朝
子

株
式
会
社
ヤ
ス
イ

地
酒
専
門
店
の
看
板
お
ば
ち
ゃ
ん

これまでで一番印象に残った倫理実践これまでで一番印象に残った倫理実践

実践と活力の倫理経営企業紹介

これまでで一番印象に残った倫理実践

新入会員インタビュー

三条本家みすや針　福井 三千子

京都市中央 安井 朝子

令和八年度 新体制発表
京都府会長挨拶
方面長・副方面長ご挨拶
役員挨拶
組織図
委員長挨拶
単会会長・単会専任挨拶

特
集

つなぐ和読者アンケート
より魅力的な広報誌を目指して、皆様のご感想をお聞かせください。
ぜひアンケートにご協力をお願いいたします。

ええ企業さん紹介しよか

続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
だ
か

ら
倫
理
で
勉
強
し
て
い
る
ん

だ
」
と
。

　
そ
ん
な
私
が
取
り
組
ん
だ
の

は
「
は
い
」
の
実
践
で
す
。
あ

る
講
話
で
、
主
人
に
言
わ
れ
た

こ
と
は
「
は
い
」
と
受
け
入
れ

な
さ
い
、「
は
い
」
は
き
れ
い

な
言
葉
、
こ
れ
以
上
の
言
葉
は

な
い
、
と
。

　
主
人
を
亡
く
し
た
後
で
し
た

が
、
実
践
を
通
し
て
、
い
か
に

聞
い
て
い
る
つ
も
り
で
、
受
け

入
れ
て
い
な
か
っ
た
か
に
気
づ

き
、か
つ
て
を
反
省
し
ま
し
た
。

言
わ
れ
た
こ
と
に
は
、
何
か
自

分
に
も
欠
点
が
あ
り
言
わ
れ
て

い
る
は
ず
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。
　
倫
理
が
無
け
れ
ば
「
気
づ
か

な
い
」
事
だ
ら
け
で
し
た
。
ま

だ
、
一
生
涯
実
践
で
す
ね
。

夫
婦
愛
和

京都はひとつ、一体感で進む
1500 社体制への道

令和八年度スローガン



方
面
長
・

副
方
面
長

挨
拶

令
和
八
年
度
京
都
府
倫
理

法
人
会
第
十
二
代
目
会
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
川
島
基

で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
の

重
責
に
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
と
共
に
、
深
い
感
謝
の

念
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会

は
急
速
な
変
化
の
中
に
あ
り

ま
す
。
経
済
の
不
安
定
さ
や
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
、
そ
し
て
価
値
観
の
多

様
化
が
進
む
今
こ
そ
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
『
思
い
や

り
』
と
『
誠
実
さ
』
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
ど
ん
な
に

困
難
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、

人
を
思
い
や
り
、
真
心
を

も
っ
て
誠
実
に
努
力
を
重
ね

る
人
が
正
し
く
報
わ
れ
る
社

会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
の
使
命

で
あ
り
、
倫
理
の
実
践
に
他

な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

『
京
都
は
ひ
と
つ
、
一
体
感

で
進
む
千
五
百
社
体
制
へ
の

道
』
で
す
。
単
な
る
会
員
数

の
目
標
で
は
な
く
、
京
都
全

体
が
心
を
一
つ
に
し
、
一
体

感
を
持
ち
、
明
朗
・
愛
和
・

喜
働
の
実
践
を
通
じ
て
真
の

仲
間
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

所
存
で
す
。

　

そ
の
中
核
と
な
る
の
が

『
人
は
鏡
』
の
実
践
で
す
。

他
者
へ
の
姿
勢
は
す
べ
て
自

分
の
心
の
反
映
で
あ
り
、
私

た
ち
自
身
が
明
る
く
朗
ら
か

に
愛
あ
る
関
係
性
を
築
く
こ

と
で
、
自
然
と
信
頼
と
ご
縁

が
広
が
っ
て
い
く
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　
令
和
八
年
度
の
幕
開
け
に
際

し
、
ま
ず
は
昨
年
度
の
皆
様
の

倫
理
運
動
へ
の
ご
尽
力
に
心
よ

り
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

安
澤
会
長
体
制
の
最
終
年
度
を

達
成
で
締
め
く
く
る
べ
く
、
寸

暇
を
惜
し
ん
で
取
り
組
ま
れ
た

皆
様
の
働
き
は
、
必
ず
次
に
つ

な
が
る
意
味
の
あ
る
も
の
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
京
都
府
倫
理
法
人
会
は
来

期
、
令
和
九
年
度
に
四
十
五
周

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
組
織

と
し
て
様
々
な
経
験
を
経
て
実

績
を
積
ん
だ
現
状
は
、
今
一
度
、

倫
理
法
人
会
の
目
的
が
記
さ
れ

た
「
倫
理
法
人
会
憲
章
」
を
肚

に
落
と
し
込
み
、
基
本
を
疎
か

に
し
な
い
「
こ
れ
ぞ
倫
理
法
人

会
」
と
言
え
る
活
動
が
求
め
ら

れ
て
い
る
時
と
言
え
ま
す
。
気

を
引
き
締
め
て
「
朗
ら
か
に
」、

そ
し
て
「
仲
良
く
」
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
度
は
倫
理
運
動
創
始
八

十
周
年
、
倫
理
法
人
会
設
立
四

十
五
周
年
の
節
目
の
年
と
な
り

ま
す
。
京
都
府
倫
理
法
人
会
の

役
職
者
・
会
員
の
皆
様
に
と
っ

て
、
こ
の
節
目
の
年
が
「
家
庭・

企
業
・
倫
理
」
に
お
い
て
実
り

あ
る
一
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
一
年
間
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
倫
理
法
人
会
は
、

単
な
る
異
業
種
交
流
の
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は

『
経
営
者
教
育
団
体
』
で
あ

る
と
い
う
自
覚
と
誇
り
を
持

ち
、
自
ら
学
び
実
践
し
、
背

中
で
語
る
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

何
よ
り
も
大
切
に
し
た
い

も
の
は
『
明
る
く
、
楽
し
く
、

た
め
に
な
る
会
』
で
す
。
倫

理
の
学
び
は
、
心
の
豊
か
さ

と
人
間
関
係
の
温
も
り
に
満

ち
た
も
の
で
す
。
笑
顔
と
感

謝
が
あ
ふ
れ
る
組
織
づ
く
り

を
通
し
て
、
一
人
で
も
多
く

の
方
に
倫
理
の
素
晴
ら
し
さ

を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

未
熟
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、

京
都
府
倫
理
法
人
会
の
さ
ら

な
る
飛
躍
に
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
一
日

京
都
府
倫
理
法
人
会

会
長
川
島
基　
　

      

京
都
府
倫
理
法
人
会

第
十
二
代
目
会
長

川
島
基

会
長
挨
拶

小
池
伸
悟

副
方
面
長

方
面
長

一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所

法
人
局
普
及
事
業
部

近
畿
方
面松

本
光
司

近畿方面に、
松本光司  新方面長就任！



幹
事
長
と
し
て
挑
む
、

倫
理
実
践
の

新
た
な
一
歩

事務局

一般社団法人 倫理研究所 法人局 

京都府倫理法人会

京都府倫理法人会 組織図
令和 8年度

監 査
平松 敏郎

専任幹事

相澤 優三子
会 長

可畑 宗太

京都市

専任幹事

柳川 聡
会 長

原田 正大

福知山市

専任幹事

津田 眞由味
会 長

山足 英俊

京都市中央

専任幹事

高山 愛子
会 長

河野 誠司

京都市北

専任幹事

河合 博之
会 長

由地 繁利

京都市南

専任幹事

和田 篤
会 長

宮本 達裕

京都洛南

会 長

専任幹事

小池 豊

南 幸来

京都市西

専任幹事

小島 信太郎
会 長

田中 大輔

京都市東

専任幹事

柴田 和昌
会 長

伊澤 友秀

京都嵐山

専任幹事

笹原 堂弘
会 長

後藤 直人

事務長
伊藤 尚久

事務長
樋口 真一

事務長
町谷 昭嘉

事務長
江藤 景子

事務長
中川 淑子

事務長
﨑嶋 克治

事務長
秋山 泰人

事務長
小林 克

事務長
淵本 翔太

事務長
白波瀬 初美

京都伏見

近畿方面 方面長
松本 光司

近畿方面 副方面長
小池 伸悟

西山秀樹
副会長

清久 隆幸
副会長

幹事長
田中 利久
副幹事長
桃井 康行

事務長
遠藤 亘
副事務長
勝山 良昭

顧 問 泉 ケンタ
相談役 藤原 忠生

中西 通夫
大池 俊生
辻 万寿夫

冨岡 重尚
山下 太郎
安井 義幸
安澤 輝香

法人スーパーバイザー
中西 通夫
参事 冨岡 重尚

法人レクチャラー
山下 太郎
川島 基
𠮷本 人一

辻 万寿夫
田中 利久
小田原 伸行

安澤 輝香
桃井 康行

倫理経営インストラクター
冨岡 重尚 山下 太郎 安澤 輝香

大池 俊生 安井 義幸

名誉法人アドバイザー 藤原 忠生

委員長 副委員長
三瀧 弘士
室　忠一
末弘 竜史
辻村 翔平
中西 通夫
木和 宏美

八部 幹成
三宅 誠己
牧野 佐和子
川口 陽平
𠮷本 人一
金澤 良子

MS委員会
朝礼委員会
研修委員会
広報委員会
倫理経営塾委員会

女性委員会

京都中央地区 
地区長
中島 寛貴
副地区長
加藤 義裕

京都北西地区 
地区長

副地区長
中 洋征 

京都南地区 
地区長

田中 祥世
副地区長
坪内 将吾

水谷 嘉宏

委
員
会
他

役員挨拶令 和 ８ 年 度

　

こ
の
た
び
、
京
都
府
倫
理
法
人
会

の
幹
事
長
と
い
う
大
役
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
田
中
利
久
で
す
。

　

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時

に
、
そ
の
責
任
の
大
き
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。
川
島

会
長
の
も
と
、「
倫
理
の
実
践
」
を

軸
に
、
役
職
者
の
皆
様
と
心
を
ひ
と

つ
に
し
て
、
よ
り
良
い
組
織
づ
く
り

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

幹
事
長
と
し
て
、
皆
様
の
声
に
耳

を
傾
け
、
縁
あ
る
方
々
の
成
長
と
幸

せ
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
、
真
摯
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
会
の
拡
充
と
活
性
化
を
テ
ー
マ
に
、

未
来
を
切
り
拓
く
べ
く
、
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
、心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

幹
事
長

田
中
利
久

北
西
地
区
地
区
長

拝
命
の
ご
挨
拶

　

こ
の
た
び
、
北
西
地
区
地
区
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
田
中
祥
世
で

す
。
新
体
制
、川
島
基
会
長
の
も
と
、

こ
れ
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
い
た
諸
先

輩
方
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
一
層
の
自

己
革
新
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
区
長
と
し
て
は
二
年
目
と
な
り

ま
す
が
、
今
回
新
た
に
副
地
区
長
も

誕
生
し
ま
し
た
の
で
、
北
西
地
区
、

中
副
地
区
長
と
共
に
各
単
会
と
連
携

を
密
に
と
り
な
が
ら
、
皆
様
が
よ
り

良
く
向
上
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
日
本
創
生
」
心
を
ひ
と
つ
に
し
、

明
朗
・
愛
和
・
喜
働
の
実
践
を
通
じ

て
、
地
域
に
希
望
と
活
力
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
、邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

北
西
地
区
地
区
長

田
中
祥
世

圧
倒
的
に
い
い
こ
と
が

あ
る
！
わ
っ
し
ょ
い
！

　
今
期
、
中
央
地
区
地
区
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
地
区

の
発
展
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
前
期
勝

山
地
区
長
、
各
単
会
の
役
職
者
、
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
よ
り

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
築
か
れ
ま

し
た
中
央
地
区
の
倫
理
運
動
の
土
台

を
、
今
後
さ
ら
に
確
か
な
も
の
と
し
、

更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
く
べ
く
、

三
つ
の
単
会
の
お
役
に
た
て
ま
す
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
尽
力

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
各
単
会
の
良
さ
を
引
き
出
し
、
皆
様

の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

こ
の
一
年
間
、
共
に
M
S
を
盛
り
上
げ

て
い
き
、「
京
都
は
ひ
と
つ
！
」
の
歯

車
に
な
れ
る
よ
う
謙
虚
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
央
地
区
地
区
長

中
島
寛
貴

京
都
北
西
地
区
〜
南
地
区
、

こ
の
一
年
、
そ
し
て
も
う
一
年

　

こ
の
た
び
、
私
、
水
谷
嘉
宏
は

京
都
北
西
地
区
か
ら
南
地
区
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

京
都
府
で
地
区
制
が
初
め
て
導
入

さ
れ
、
こ
の
一
年
、
北
西
地
区
の
各

単
会
の
皆
様
に
は
、
日
々
の
活
動
に

お
い
て
多
大
な
る
ご
支
援
と
温
か
い

お
心
遣
い
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
年
、
令
和
八
年
度

は
心
新
た
に
南
地
区
の
各
単
会
の
皆

様
と
共
に
、
よ
り
一
層
、
地
区
の
発

展
・
交
流
、
そ
し
て
さ
ら
に
京
都
府

倫
理
法
人
会
執
行
部
の
一
員
と
し
て

純
粋
倫
理
の
実
践
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
新
任
の
坪
内
副
地
区
長

と
と
も
に
、ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

南
地
区
地
区
長

水
谷
嘉
宏

京
都
府
倫
理
法
人
会

京
都
府
倫
理
法
人
会

京
都
府
倫
理
法
人
会

京
都
府
倫
理
法
人
会

会 長
川島 基



委員長挨拶令 和 ８ 年 度

楽
し
く
学
べ
る
朝
づ
く
り
、

は
じ
め
ま
す
！

　

こ
の
た
び
、
京
都
府
倫
理
法
人
会
の
モ
ー
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
委
員
長
と
い
う
大
役
を
拝
命
し

ま
し
た
三
瀧
弘
士
で
す
。

　
「
え
、
朝
早
い
の
苦
手
な
ん
で
す
け
ど
…
」

と
内
心
思
い
つ
つ
も
（
笑
）、
ど
う
せ
や
る
な

ら
楽
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
皆
さ
ん
が
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
参
加
し
た
く
な
る
、
関
わ
り
た
く

な
る
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
つ
く
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
れ
っ
て
ま
さ
に
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

で
す
よ
ね
。

　

そ
ん
な
令
和
八
年
度
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
委
員
会
の
目
標
は
明
朗
愛
和
喜
働
を
基
礎

に
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
徹

底
で
き
る
人
材
育
成
と
、
自
単
会
の
参
加
社
数

で
毎
月
全
国
三
位
を
目
指
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
一

年
間
、
ゆ
る
く
て
熱
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
！

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会

「
活
力
朝
礼
」
の
企
業
へ
の

導
入
促
進
や
指
導
を
通
じ

日
本
創
生
に
貢
献
し
ま
す

　

朝
礼
委
員
長
の
室
で
す
。
朝
礼
は
企
業
の
縮

図
と
言
わ
れ
ま
す
。
倫
理
法
人
会
で
は
「
職
場

の
教
養
」
の
冊
子
を
用
い
、
職
場
の
一
体
感
を

生
み
出
す
、活
力
朝
礼
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

　

朝
礼
委
員
会
は
活
力
朝
礼
を
提
案
、
導
入
、

指
導
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
指
導
員
を
育
成

し
、
入
会
企
業
様
の
社
風
に
応
じ
て
最
適
な
活

力
朝
礼
を
ご
提
案
・
導
入
す
る
こ
と
で
、
業
績

ア
ッ
プ
と
元
気
な
企
業
づ
く
り
を
目
指
し
、「
日

本
創
生
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
七
年
度
は
、「
職
場
の
教
養
」
の
周
知

度
を
上
げ
る
こ
と
に
注
力
し
、「
職
場
の
教
養
」

が
職
場
に
い
い
力
に
な
る
冊
子
だ
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
そ
の

「
職
場
の
教
養
」
を
用
い
て
活
力
朝
礼
を
委
員

会
か
ら
各
企
業
様
へ
提
案
し
ま
す
。

朝
礼
委
員
会

学
び
を
行
動
に
、

成
果
を
共
に

　

こ
の
た
び
、
令
和
八
年
度
京
都
府
倫
理
法
人

会
研
修
委
員
長
を
拝
命
し
ま
し
た
末
弘
竜
史
で
す
。

　

本
年
度
は
、
研
修
を
家
庭
や
事
業
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
の
実
践
の
場
と
位
置
付
け
、「
学
ぶ

喜
び
・
行
動
す
る
楽
し
さ
・
結
果
が
出
る
嬉
し

さ
を
仲
間
と
共
に
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
ま
す
。

　

研
修
は
参
加
す
る
だ
け
で
は
成
果
に
は
つ
な

が
り
ま
せ
ん
。
学
び
を
日
々
の
行
動
に
移
し
、

成
果
を
実
感
し
て
こ
そ
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
経
営
者
の
集
い
、
ル
ー
キ
ー
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
栞
を
学
ぶ
会
、
経
営
者
倫
理

セ
ミ
ナ
ー
（
富
士
研
）
な
ど
で
、
仲
間
と
互
い

に
応
援
し
合
い
な
が
ら
、
成
長
と
喜
び
を
分
か

ち
合
う
一
年
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
一
年
間
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研
修
委
員
会

三
瀧
弘
士

室
忠
一

末
弘
竜
史

木
和
宏
美

魅
力
を
発
信
す
る

一
年
に

　

今
期
、
広
報
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

京
都
市
倫
理
法
人
会
所
属
の
辻
村
翔
平
で
す
。

　

多
種
多
様
化
す
る
現
代
の
広
報
に
お
い
て
、

倫
理
法
人
会
の
会
員
の
方
に
も
、
未
所
属
の
方

に
も
「
分
か
り
や
す
く
」、
そ
し
て
倫
理
活
動

を
よ
り
「
魅
力
的
」
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
活

動
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
委
員
会
と
し
て
、
会
員
の
皆
様
お
一
人

お
ひ
と
り
の
お
声
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
ご

活
躍
な
さ
る
姿
を
丁
寧
に
発
信
し
、
分
か
ち
合

う
こ
と
で
、
必
ず
や
各
会
員
企
業
様
の
発
展
へ

つ
な
が
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
一
杯
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
委
員
会

挑
戦
と
成
長

女
性
の
輪
を
広
げ
て

　

女
性
委
員
会
は
、
女
性
経
営
者
や
経
営
者
夫

人
が
集
い
、
学
び
と
実
践
を
通
じ
て
成
長
し
、

事
業
の
繁
栄
と
地
域
へ
の
貢
献
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
つ
な
が
り
を
深
め
、
女
性
の
声
を

大
切
に
届
け
る
一
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

悩
み
や
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
信
頼
し
合
え

る
温
か
い
環
境
を
築
き
、誰
も
が「
成
長
で
き
た
」

と
感
じ
ら
れ
る
場
を
広
げ
ま
す
。
仲
間
と
共
に

支
え
合
い
、
未
来
を
担
う
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育

て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

女
性
ラ
ン
チ
セ
ミ
ナ
ー
や
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
で
の
活
動
を
通
じ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
輝

き
を
結
び
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
つ
な
が
り
を
共
に

深
め
て
い
き
ま
す
。

女
性
委
員
会

中
西
通
夫

儲
け
る
か
ら
儲
か
る
へ
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
磨
く

　

倫
理
法
人
会
は
純
粋
倫
理
を
世
の
常
識
と

し
、
こ
れ
を
基
に
行
う
倫
理
経
営
を
世
界
に
広

め
、
経
営
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
確
立
し
て

い
き
ま
す
。

　

倫
理
経
営
塾
で
は
、『
心
の
経
営
』
を
学
び
、

実
践
す
る
道
場
で
す
。
学
び
を
日
々
の
行
動
に

活
か
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
家
庭
、
企
業
、

地
域
社
会
づ
く
り
、
そ
し
て
日
本
創
生
へ
貢
献

で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

塾
の
学
び
と
し
て
、
七
つ
の
項
目
が
あ
り
、

①
実
践
と
し
て
の
非
日
常
へ
の
挑
戦
②
自
分

の
心
の
癖
と
の
向
き
合
い
方
③
自
己
革
新
を

図
る
④
苦
難
に
対
す
る
正
し
い
見
方
⑤
倫
理

経
営
を
目
指
す
日
々
の
実
践
⑥「
儲
け
る
」
か
ら

「
儲
か
る
」
へ
の
移
行
⑦
栞
に
学
ぶ
経
営
の
妙

味
を
基
に
、リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
て
参
り
ま
す
。

倫
理
経
営
塾
委
員
会

辻
村
翔
平



　
第
十
三
代
目
会
長
、
相
澤
優

三
子
と
申
し
ま
す
。
京
都
市
倫

理
法
人
会
は
、
京
都
府
内
で
最

も
歴
史
の
あ
る
単
会
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
、
三
十
五
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
諸
先
輩
が

築
い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
を
輝
か

せ
る
た
め
に
、
名
実
と
も
に
名

門
単
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
名
門
単
会
と
は
、
潤
沢
な

社
数
、
潤
沢
な
人
材
、
潤
沢

な
資
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

　
何
事
に
も
余
裕
を
持
っ
て
普

及
活
動
及
び
事
業
が
で
き
る
よ

う
、
理
想
の
倫
理
法
人
会
の
組

織
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
期
も
京
都
市
倫
理
法
人

会
へ
の
愛
と
誇
り
を
胸
に
、

尊
い
仲
間
作
り
を
、
全
員
で

全
力
で
楽
し
み
ま
す
。

相
澤
優
三
子

京
都
市

　
令
和
八
年
度
で
会
長
三
年
目

に
な
り
ま
す
。
一
年
目
、
二
年

目
と
経
験
し
た
こ
と
の
集
大
成

と
し
て
、今
年
度
全
員
で
頑
張
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
福
知
山
市
は
歴
史
も
古
く
、

歴
代
会
長
が
紡
い
で
く
れ
た

素
晴
ら
し
い
単
会
で
す
。
私
は

会
員
全
員
が
楽
し
く
普
及
が

で
き
る
チ
ー
ム
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
普

及
チ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
ゲ
ス
ト
を
作
る

電
話
や
L
I
N
E
を
楽
し
く

し
て
い
き
ま
す
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
ピ
カ
ッ
と

輝
く
超
、
明
朗
!
』。
こ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
三
年
目
で

百
五
社
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

福
知
山
市

柳
川
聡

ゆ
る
ぎ
な
い

一
〇
〇
社
に
向
け
て

名
実
と
も
に

名
門
単
会
へ

京
都
市
南

京
都
市
中
央

津
田
眞
由
味

河
合
博
之

　
第
十
一
代
目
会
長
を
拝
命

し
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
会

長
一
年
目
は
慣
れ
る
こ
と
も

で
き
ず
、
会
長
と
し
て
大
事

な
決
断
力
も
、
役
職
者
の
皆

さ
ん
へ
の
労
い
や
感
謝
の
気

持
ち
も
伝
え
ら
れ
ず
、
反
省

ば
か
り
の
一
年
で
し
た
。

　
今
期
は
、
昨
年
度
の
経
験
・

学
び
を
活
か
し
一
つ
一
つ
の

課
題
に
立
ち
向
か
い
、
組
織

化
を
明
確
に
し
、
計
画
を
立

て
、
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
二
十
五
周
年
の
節
目
を
迎
え

る
本
年
度
、
祝
賀
会
は
会
員
全

員
の
出
席
を
目
指
し
、
こ
れ
を

機
に
仲
間
を
知
り
、絆
を
深
め
、

「
明
る
く
・
楽
し
く
・
た
め
に

な
る
会
」を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長
二
年
目
に

向
け
て
‼

　
こ
の
た
び
京
都
市
南
倫
理
法

人
会
第
十
二
代
目
会
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
河
合
博
之
で
す
。

　
京
都
市
南
は
比
較
的
安
定

し
た
会
員
数
で
推
移
し
退
会

者
が
少
な
い
の
が
特
長
で
、

サ
ッ
カ
ー
で
例
え
る
な
ら
守

備
に
優
れ
一
ー
〇
で
、
勝
つ

試
合
を
展
開
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
や
は
り
、得
点
力（
普

及
力
）
の
向
上
に
努
め
た
い

思
い
が
強
く
、
ワ
ク
ワ
ク
す

る
単
会
を
目
指
し
ま
す
！

　
令
和
八
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
温
故
創
造
」。
歴
史
と

伝
統
に
敬
意
を
払
い
な
が
ら
、

今
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

〝
南
〞
の
新
た
な
価
値
を
共
に

築
い
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

歴
史
を
重
ん
じ
新
た

な
南
を
創
り
出
す

歴
史
を
重
ん
じ
新
た

歴
史
を
重
ん
じ
新
た

京
都
洛
南

和
田
篤

　

京
都
洛
南
倫
理
法
人
会

で
、
第
十
代
目
会
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
、
メ
ッ
ト
ラ

イ
フ
生
命
保
険
株
式
会
社
の

和
田
篤
と
申
し
ま
す
。

　

初
代
会
長
か
ら
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
想
い
の
バ

ト
ン
を
受
け
取
る
に
あ
た

り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
一
杯
で
す
。

　

第
九
代
目
小
田
原
会
長
の

も
と
、
会
員
全
員
で
三
年
か

け
て
醸
成
し
て
き
た
明
朗
な

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
、
経
営

者
を
中
心
に
よ
り
多
く
の

方
々
に
体
験
し
て
も
ら
い
、

共
に
学
ぶ
仲
間
作
り
に
励
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
会
場
で

お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

更
な
る
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
を
目
指
し
て

京
都
市
北

京
都
伏
見

京
都
市
東

京
都
市
西

笹
原
堂
弘

高
山
愛
子

小
島
信
太
郎

小
池
豊

　

第
七
代
目
会
長
と
し
て
二

年
目
を
迎
え
る
本
年
度
、京

都
市
西
倫
理
法
人
会
は

「
挑
！
超
！
頂
！
挑
戦
・
超

越
・
頂
点
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、家
庭
や
会
社
の
事
業

発
展
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
成
長
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、独
自
の
五
つ
の
活

動
方
針
の
も
と
、頂
点
を
目

指
す
朝
礼
の
開
催
、超
越
し

た
学
び
の
深
化
、会
員
満
足

の
向
上
、地
域
貢
献
、真
の

リ
ー
ダ
ー
育
成
に
、会
員
の

皆
様
と
共
に
挑
戦
し
、創
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、一
人
ひ
と
り
の

力
を
結
集
し
、明
る
く
活
力

の
あ
る
京
都
市
西
倫
理
法
人

会
を
実
現
し
ま
す
。

　

二
期
目
の
会
長
と
し
て
、一

年
目
を
超
え
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で「
東
は
も
っ
と
！
圧
倒

的
！
！
」と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
ま
し
た
。分
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
、困
難
に
も
直
面
し

な
が
ら
始
ま
っ
た
昨
年
と
違

い
、前
向
き
な
心
持
ち
で
ス

タ
ー
ト
を
切
れ
る
こ
と
に
ワ
ク

ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
足
元
の
実
践
と
し

て
、モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
徹
底
し
、基
本
を

忠
実
に
守
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
、圧
倒
的
に
明
る
く
楽
し
い

「
参
加
し
た
く
な
る
」「
入
会
し

た
く
な
る
」モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
を
創
り
出
し
、一
歩
先
の

目
標
を
役
職
者
一
丸
と
な
っ
て

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

挑
！
超
！
頂
！
挑
戦

・
超
越
・
頂
点
の
決
意

徹
底
的
か
ら
始
め
て

も
っ
と
圧
倒
的
に

　
京
都
市
北
倫
理
法
人
会
、
第
四

代
目
の
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
、高
山
愛
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
歴
代
単
会
会
長
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
風
土
を
重

ん
じ
、
誰
も
が
活
躍
で
き
、
仲

間
と
共
に
学
び
合
い
、
自
己
研

鑽
が
で
き
る
よ
う
な
単
会
、
そ

し
て
女
性
が
輝
け
る
単
会
に
し

て
い
き
ま
す
。

　
明
る
く
楽
し
い
学
び
の
中
に

も
規
律
正
し
い
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
運
営
を
心
掛
け
、
京
都

一
入
会
し
た
い
と
思
え
る
単
会

を
目
指
し
ま
す
。

　
会
員
目
標
を
百
十
社
と
掲

げ
、
全
員
で
同
じ
ベ
ク
ト
ル
に

向
か
っ
て
邁
進
し
、
年
度
末
に

は
達
成
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い

た
い
と
存
じ
ま
す
。

明
朗
　
愛
和
で

拡
が
る
未
来
！

　
京
都
伏
見
倫
理
法
人
会
は
、

純
粋
倫
理
を
愛
し
、
学
び
、
実

践
し
、
単
会
の
理
念
を
体
現
す

る
超
明
朗
な
集
団
で
す
。
会
員

企
業
の
家
庭
と
事
業
の
発
展
を

図
る
と
と
も
に
、
会
員
同
士
の

信
頼
と
絆
を
よ
り
深
め
て
ま
い

り
ま
す
。令
和
八
年
度
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、「
伏
見
か
ら
日
本
創
生
！

京
都
伏
見
は
、ス
マ
イ
ル
＆
ピ
ー
ス
」

で
す
。
笑
顔
は
人
を
つ
な
ぎ
、

平
和
は
未
来
を
築
き
ま
す
。

　
M
S
は
、
た
だ
学
ぶ
だ
け
の

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
員
ス

ピ
ー
チ
や
講
話
者
を
全
員
で
盛

り
上
げ
、
笑
い
と
感
動
に
溢
れ

た
時
間
に
し
て
、「
ま
た
来
た

い
！
」
と
思
わ
せ
ま
す
。
笑
顔

と
実
践
を
原
動
力
に
、
新
し
い

風
を
起
こ
し
ま
す
。

会
長
二
年
目
の

決
意

京
都
嵐
山

柴
田
和
昌

　

京
都
嵐
山
準
倫
理
法
人
会
、

初
代
会
長
を
拝
命
し
ま
し
た

柴
田
和
昌
で
す
。
京
都
府
で

十
番
目
の
単
会
と
し
て
誕
生

し
た
京
都
嵐
山
は
、
百
社
正

単
会
の
設
立
に
向
け
、
役
職

者
の
皆
様
と
共
に
一
丸
と

な
っ
て
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
少
人
数
で
の
運
営
で

あ
り
、
個
々
の
負
担
も
大
き

く
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、

小
さ
な
約
束
を
一
人
一
人
が

守
る
こ
と
で
大
き
な
成
果
が

得
ら
れ
る
、
そ
の
よ
う
な
組
織

造
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

前
向
き
で
思
い
や
り
の
あ
る

会
の
雰
囲
気
を
重
視
し
、
京
都

が
誇
る
「
嵐
山
」
に
誰
も
が
相

応
し
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

京
都
嵐
山
！
正
単
会

を
目
指
し
て
！

会長挨拶令 和 ８ 年 度



　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
京

都
市
倫
理
法
人
会
の
専
任
幹

事
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
令
和
七
年
度
は
右
も
左
も

わ
か
ら
な
い
状
態
か
ら
始
ま

り
、
と
に
か
く
相
澤
会
長
に

寄
り
添
い
心
を
合
わ
せ
、
必

死
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
期
も
同
じ
く
、
相
澤
会
長
の

理
想
と
す
る
会
運
営
を
実
現

す
べ
く
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
京
都
市
倫
理
法
人
会
は
京

都
府
第
一
号
単
会
と
し
て
、

運
営
力
、
会
員
満
足
度
な
ど

全
単
会
の
見
本
と
な
れ
る
名

門
単
会
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
！

　
今
期
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

可
畑
宗
太

京
都
市

専
任
幹
事
二
期
目

　
こ
の
度
、
福
知
山
市
倫
理

法
人
会
に
入
会
し
て
二
十
年

目
と
い
う
節
目
の
年
に
、
専

任
幹
事
と
い
う
身
に
余
る
大

役
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、

原
田
正
大
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
も
な
く
二
十
五
年
を
迎

え
る
北
部
の
独
立
国
家
と
も

い
え
る
当
会
で
、
長
き
に
わ

た
り
活
動
を
共
に
し
て
き
た

皆
様
と
の
ご
縁
に
感
謝
し
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
一
層

皆
様
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
、
会
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
よ
う
精
一
杯
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

　
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
知
山
市

原
田
正
大

Sieg 
Fukuchiyam

a!

京
都
市
南

京
都
市
中
央

山
足
英
俊

由
地
繁
利

　
津
田
会
長
二
期
目
の
専
任

幹
事
を
拝
命
し
ま
し
た
、
山

足
英
俊
で
す
。

　
京
都
市
中
央
二
〇
二
五
は

個
性
豊
か
な
素
晴
ら
し
い
メ

ン
バ
ー
が
集
う
「
伸
び
し
ろ

し
か
な
い
！
」
単
会
で
す
。

津
田
会
長
と
心
を
合
わ
せ
て
、

こ
れ
か
ら
他
単
会
の
皆
様
に

も
羨
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
単
会
運
営
を
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
幹
事
メ
ン
バ
ー
、
や
る
気

に
満
ち
溢
れ
て
信
頼
し
か
あ
り

ま
せ
ん
！
こ
れ
は
も
う
「
わ
っ

し
ょ
い
！
」
し
か
無
い
っ

し
ょ
！
属
人
化
を
排
し
、
組
織

活
動
を
重
視
し
、
信
頼
さ
れ
る

中
央
に
な
る
べ
く
、
専
任
幹
事

一
年
目
を
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
わ
っ
し
ょ
い
」
し
か

  

無
い
っ
し
ょ
！

　

令
和
八
年
度
専
任
幹
事
の

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ま
が

M
S
に
参
加
す
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
運
営
を
心
が
け
、「
純

粋
倫
理
」
の
実
践
を
通
し
て
、

共
に
学
び
合
い
、
成
長
で
き

る
一
年
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

専
任
幹
事
と
し
て
の
最
も

大
き
な
使
命
は
、
会
長
を
力

強
く
支
え
る
こ
と
だ
と
自
覚

し
て
お
り
ま
す
。
会
長
の
想

い
を
正
し
く
理
解
し
、
行
動

に
移
す
「
潤
滑
油
」
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
と
と
も

に
、
各
役
職
者
の
皆
様
と
も

密
に
連
携
し
、
京
都
市
南
が

一
丸
と
な
っ
て
前
進
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

会
長
を
支
え
、
仲
間
と

と
も
に
歩
む
一
年
に

会
長
を
支
え
、
仲
間
と

京
都
洛
南

宮
本
達
裕

　

当
会
で
専
任
幹
事
を
拝
命

し
て
お
り
ま
す
宮
本
達
裕
で

す
。
京
都
洛
南
倫
理
法
人
会

に
入
会
し
て
四
年
で
す
が
、

倫
理
の
学
び
を
実
生
活
や
社

業
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
で

人
生
が
ど
ん
ど
ん
好
転
し
て

い
っ
て
お
り
ま
す
。

　

素
敵
な
仲
間
と
人
生
を
楽

し
み
た
い
！
京
都
洛
南
倫
理

法
人
会
は
そ
ん
な
あ
な
た
に

ピ
ッ
タ
リ
の
環
境
で
す
！

　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

で
毎
週
パ
ワ
ー
を
チ
ャ
ー
ジ

し
て
、
仕
事
・
家
庭
・
人
生

を
も
っ
と
素
敵
な
も
の
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

仕
事
・
家
庭
・
人
生
を

も
っ
と
素
敵
な
も
の
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

京
都
市
北

京
都
伏
見

京
都
市
東

京
都
市
西

後
藤
直
人

河
野
誠
司

田
中
大
輔

南
幸
来

　

令
和
八
年
度
、専
任
幹
事

と
し
て
二
年
目
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
初
め
て
の
役
職

で
戸
惑
い
も
多
い
中
、周
囲

の
方
々
に
支
え
ら
れ
、運
営

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
一
年
で
感
じ
た
の

は
、責
任
感
以
上
に
人
と
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
で
す
。

　

今
年
度
も
、小
池
会
長
の

想
い
を
胸
に
、会
員
の
皆
さ

ま
に「
入
会
し
て
良
か
っ
た
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

全
力
で
努
め
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

京
都
市
東
倫
理
法
人
会
で
、

小
島
会
長
と
共
に
二
期
目
の
専

任
幹
事
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は「
東
は
圧
倒
的
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、明
る
く
楽

し
く
学
べ
る
単
会
を
目
指
し
て

運
営
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

専
任
幹
事
に
な
っ
て
、初
め
て

感
じ
る
感
覚
。苦
難
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
の
中
で
、手
探
り
で
新

生「
東
」を
目
指
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、年
度
を
終
え
る
頃

に
は
、「
京
都
市
東
の
雰
囲
気
が

好
き
」と
い
う
声
も
多
数
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
期
は
、「
も
っ
と
！
圧
倒

的
！
」な「
京
都
市
東
」を
目
指

し
、専
任
幹
事
と
し
て
実
践
し

て
参
り
ま
す
！

専
任
幹
事

二
年
目
に
向
け
て

も
っ
と
！

圧
倒
的
な
東
へ
。

　
京
都
市
北
倫
理
法
人
会
は
、

会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
よ
く
、
結
束
力
が

有
る
単
会
で
す
。
今
年
度
は

純
粋
倫
理
を
広
め
、「
北
で
倫

理
を
学
べ
て
よ
か
っ
た
ね
」

と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
単
会

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
新
た
な
会
長
の
も
と
、
皆
さ

ん
が
「
明
る
く
」「
元
気
よ
く
」

「
楽
し
く
」
倫
理
を
学
べ
る
、

環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
入
会
し
て
よ
か
っ
た
」「
経
営

者
と
し
て
の
考
え
方
を
学
べ
た
」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
成
長
し

て
い
け
る
京
都
市
北
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
皆
様
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

明
朗
愛
和
で
京
都

市
北
を
支
え
ま
す

　
二
〇
二
五
年
一
月
八
日
、
つ

い
に
正
単
会
と
し
て
船
出
し
ま

し
た
。
六
月
十
九
日
に
は
百
三

十
社
達
成
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
、

そ
の
勢
い
は
嵐
の
よ
う
で
し
た
。

　
し
か
し
、
社
数
は
増
え
て
い

る
も
の
の
、
M
S
参
加
は
伸
び

悩
ん
で
い
ま
す
。
百
三
十
社
へ

の「
バ
ブ
ル
的
」な
膨
張
に
よ
り
、

中
身
は
空
洞
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
真
に
強
い
単
会

に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
笹
原
会
長

と
心
を
一
つ
に
、
今
年
は
骨
太

な
幹
を
築
く
年
と
し
ま
す
。

　
活
動
方
針
と
し
て
、「
ク
セ
に

な
る
M
S
参
加
」
を
入
会
必
須

条
件
と
し
ま
す
。
M
S
を
軸
に

意
識
向
上
を
図
り
、
新
入
会
員

と
共
に
本
物
の
強
さ
を
持
つ
単

会
へ
と
進
化
し
ま
す
。

京
都
伏
見
を
真
の

骨
太
の
単
会
へ
！

京
都
嵐
山

伊
澤
友
秀

　

京
都
嵐
山
準
倫
理
法
人
会

の
専
任
幹
事
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
伊
澤
友
秀
で
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
支
援
の
も

と
、
先
日
の
開
設
式
典
に
て

正
式
に
開
設
す
る
こ
と
が
で

き
、
正
単
会
に
向
け
た
一
歩

を
踏
み
出
し
は
じ
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、

「
ど
う
す
れ
ば
会
員
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
か
」、「
ど
う

す
れ
ば
単
会
運
営
が
う
ま
く

い
く
か
｣を
、
日
々
考
え
試
行

錯
誤
し
、
そ
し
て
柴
田
会
長

の
も
と
、
心
強
い
メ
ン
バ
ー

と
心
を
合
わ
せ
、
百
社
正
単

会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
強
の
お
世
話
役
を

目
指
し
ま
す
！

専任幹事挨拶令 和 ８ 年 度



京
都
市
倫
理
法
人
会

監
査

三
条
本
家
み
す
や
針

十
七
代
目

福
井
三
千
子

第十三回

　

京
都
の
わ
ら
べ
歌
に
も
あ

る
三
条
み
す
や
針
（
一
条
戻

り
橋
…
…
）
は
一
六
五
一
年
、

宮
中
の
御
用
針
司
と
な
り
、

一
六
五
五
年
御
西
院
天
皇
よ

り
「
み
す
や
」
の
屋
号
を
賜

り
ま
し
た
。
伝
統
技
法
と
職

人
の
手
仕
事
が
生
む
高
精
度

の
針
は
、
昔
な
が
ら
の
製
法

を
守
り
つ
つ
最
新
素
材
研
磨

技
術
を
取
り
入
れ
、
す
べ
て

の
製
品
を
厳
し
く
品
質

チ
ェ
ッ
ク
し
た
上
で
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

三
条
本
家
み
す
や
針

和
裁
用
の
縫
い
針
製
造
・
販
売
。
テ
ナ
ン
ト
経
営

実践 活力と の

京都発!

企業紹介
倫理経営

ええ企業さん紹介しよか家
庭
倫
理

で
の
実
践

　

お
見
合
い
結
婚
後
の
結
婚

生
活
は
、
聞
き
し
に
勝
る
厳

し
い
お
姑
さ
ん
と
の
生
活
で

し
た
。
そ
ん
な
中
、
今
か
ら

五
十
五
年
余
り
前
の
京
都
の

倫
理
発
祥
の
地
で
あ
る
天
性

寺
（
寺
町
三
条
上
ル
）
で
の

家
庭
倫
理
に
入
会
し
、
お
か
げ

で
強
烈
に
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

毎
朝
五
時
開
会
、
お
役
で

持
て
ば
四
時
半
入
り
倫
理
の

集
い
（
自
宅
に
未
会
員
さ
ん

を
お
誘
い
し
て
、
茶
菓
子
の

準
備
を
し
て
普
及
す
る
）、

「
新
世
頒
布
」
倫
理
を
活
字

で
お
伝
え
す
る
こ
と
の
大
切

さ
、
新
世
を
買
っ
て
い
た
だ

く
。
頭
を
下
げ
る
実
践
（
当

時
一
冊
六
十
円
）
は
、
売
れ

る
こ
と
が
稀
で
、
一
番
き
つ

い
実
践
で
し
た
。
ま
た
、
研

究
員
の
送
り
迎
え
（
京
都
駅
）、

お
食
事
は
お
弁
当
を
作
っ
て

事
務
所
で
食
べ
て
も
ら
う
。

そ
の
当
時
、
我
が
家
は
場
所

柄
、
修
学
旅
行
生
の
お
土
産

を
扱
っ
て
い
た
の
で
、
夕
方

の
研
修
と
重
な
り
大
変
な
毎

日
で
家
族
の
者
に
嫌
が
ら
れ

ま
し
た
。

　

丸
山
敏
雄
先
生
は
無
痛
安

産
を
提
唱
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
お
薬
や
注
射
に
頼
る
こ

と
な
く
、
感
謝
の
倫
理
実
践

で
す
。
お
陰
様
で
二
男
三
女

に
恵
ま
れ
、
今
も
自
分
の
経

験
を
活
か
し
若
い
人
た
ち
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
六
十
一
年
、
富
士
研

で
指
導
員
の
試
験
と
面
接
が

あ
り
、
隣
り
合
わ
せ
に
な
っ

た
滝
口
長
太
郎
氏
と
仲
良
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
よ

く
京
都
で
講
話
を
し
て
い
た

だ
き
、
倫
理
を
取
り
入
れ
た

経
営
、
す
な
わ
ち
法
人
会
が

発
足
し
ま
し
た
（
千
葉
県
が

最
初
）。

お
掃
除

　

ま
た
、
長
い
こ
と
続
け
て

お
り
ま
す
と
、
富
士
研
の
特

別
講
師
と
し
て
鍵
山
秀
三
郎

（
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
）
の
ト

イ
レ
掃
除
を
学
ん
だ
後
に
、

全
国
で
「
日
本
を
美
し
く
す

る
会
」
が
あ
ち
こ
ち
に
で
き

ま
し
た
。
京
都
で
も
学
校
の

ト
イ
レ
、
神
社
仏
閣
、
木
屋

町
清
掃
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

人
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

あ
る
時
、
鍵
山
さ
ん
の
昼

食
を
用
意
し
て
ほ
し
い
と
頼

ま
れ
、
京
都
の
お
ば
ん
ざ
い

と
い
う
こ
と
で
我
が
家
に
八

回
ば
か
り
（
年
に
一
、二
度
）

来
て
い
た
だ
き
、
そ
の
都
度

丁
寧
な
お
手
紙
や
複
写
ハ
ガ

キ
を
頂
戴
し
、
色
々
と
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
数
え

て
み
れ
ば
四
十
五
通
あ
り
ま

し
た
。
今
で
は
宝
物
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
過
日
一
月
二

日
、
九
十
一
歳
で
死
去
さ
れ

ま
し
た
。
お
別
れ
会
が
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
京
都
ち

お
ん
舎
で
行
わ
れ
、
私
は
大

阪
天
満
宮
会
館
で
追
悼
の
言

葉
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

現
在

　

現
在
、
主
人
九
十
二
歳
、

私
八
十
七
歳
で
、
目
下
老
老

介
護
中
で
す
。
結
婚
六
十
三

年
、
長
男
家
族
と
同
居
し
、

孫
共
々
十
七
人
で
み
ん
な
仲

良
し
な
の
が
一
番
嬉
し
い
こ

と
で
す
。長
女（
大
阪
和
泉
）、

次
女
（
神
戸
岡
本
）
が
八
年

前
よ
り
ず
っ
と
土
、
日
の
ど

ち
ら
か
夕
食
を
作
り
に
来
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

有
難
い
こ
と
に
主
人
の
散

髪
、
足
洗
い
、
散
歩
等
々
、

感
謝
感
謝
で
す
。
全
員
よ
く

集
ま
っ
て
お
食
事
を
共
に

し
、
賑
や
か
で
嬉
し
い
限
り

で
す
。
倫
理
の
お
蔭
‼
倫
理

の
お
蔭
‼

足
元
の
実
践

私
も
年
齢
を
重
ね
ま
し
た

が
、
お
友
達
を
M
S
に
お
連

れ
し
た
り
、
入
会
の
お
誘
い

を
し
た
り
す
る
こ
と
は
難
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

自
分
の
体
験
か
ら
倫
理
を
続

け
る
こ
と
の
良
さ
を
お
伝
え

し
て
、
せ
め
て
退
会
防
止
の

一
助
と
な
れ
ば
と
細
々
と
実

践
中
で
す
。「
苦
難
福
門
」、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
厳
し
さ
、

イ
ケ
ズ
に
感
謝
、
あ
り
が
と

う
、
あ
り
が
と
う
。
倫
理
に

出
会
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。

テニス時代『新世』に２度掲載されました テニス大会のバッジ

経
営
の
発
展
は

タ
テ
ヨ
コ
十
字
の

実
践
（
足
元
）



京
都
洛
南

京
都
伏
見
の
農
家
で
生
ま
れ
育

ち
、
十
代
目
に
な
り
ま
す
。
二

十
歳
の
時
に
父
を
亡
く
し
、
手

伝
い
程
度
に
し
か
携
わ
っ
て
い

な
か
っ
た
農
業
で
す
が
、
私
も

父
の
よ
う
に
農
業
を
し
て
、
美

味
し
い
お
米
や
野
菜
を
作
り
た

い
と
い
う
一
心
で
農
業
を
営
ん

で
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
今
年

で
十
六
年
目
に
入
り
、
一
昨
年

は
海
外
で
初
出
店
、
昨
年
は
月

一
回
の
餅
つ
き
体
験
会
を
開

催
、
新
た
に
化
粧
品
部
門
へ
。

倫
理
で
沢
山
学
び
、
こ
れ
か
ら

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
ま
す
。

ひ
か
り
餅
中
村
本
舗

も
ち
米
・
う
る
ち
米
の

生
産
・
製
造
・
販
売

中
村
光
宏

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
チ
ャ
レ

ン
ジ
！
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

京
都
駅
前
で
、
地
域
に
密
着
し

た
代
理
店
「
ラ
ク
ー
ル
保
険
事

務
所
」に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

入
会
し
た
き
っ
か
け
は
、
社
長

の
川
島
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
で

す
。
入
社
し
て
一
年
半
と
な
り

ま
す
が
、
な
か
な
か
成
果
が
出

ず
、
自
分
を
変
え
た
い
と
の
思

い
か
ら
入
会
を
決
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
勉

強
不
足
で
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
し
っ

か
り
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

株
式
会
社
ラ
ク
ー
ル

保
険
事
務
所

総
合
保
険
代
理
店

ス
ー
パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ー
パ
ー
コ
ネ
ク
タ
ー

藤
原
繁
樹

自
分
を
変
え
る

き
っ
か
け
に
！

京
都
市
北

京
都
伏
見

京
都
市
東

京
都
市
西

京
都
市
南

京
都
市
中
央

福
知
山
市

京
都
市

『
キ
ラ
キ
ラ
女
子
の
ラ
ン
チ
会
』

に
参
加
し
た
時
、
こ
ん
な
に
も

輝
い
て
ス
テ
キ
な
女
性
が
お
ら

れ
る
こ
と
を
知
り
、
ぜ
ひ
お
仲

間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
M
S
で
、
と
て
も

居
心
地
の
良
い
朝
の
時
間
を
過

ご
せ
、
す
ぐ
に
入
会
し
ま
し
た
。

幼
少
時
よ
り
、
人
の
た
め
に
活

動
す
る
の
が
至
上
の
喜
び
で
あ

る
私
で
す
。
時
に
は
偽
善
者
に

思
わ
れ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、

倫
理
法
人
会
で
は
心
が
通
じ
合

え
る
方
々
と
出
会
え
て
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。

高
木
素
子

素
晴
ら
し
い

出
会
い
に
感
謝
し
て

誠
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
私

は
全
国
転
勤
型
の
職
種
の
た

め
、
過
去
に
別
の
県
で
倫
理
法

人
会
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

京
都
市
中
央
倫
理
法
人
会
は
三

場
所
目
の
単
会
で
す
。
私
は
二

場
所
目
の
単
会
、山
梨
県
の「
つ

る
倫
理
法
人
会
」
に
所
属
し
て

い
た
時
に
倫
理
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
指
導
に

よ
り
実
践
を
行
う
中
で
大
き
な

気
づ
き
を
得
ま
し
た
。
今
で
も

そ
の
時
に
気
づ
い
た
も
の
は
自

分
の
宝
で
す
。
倫
理
指
導
、
す

ご
い
で
す
！

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社

烏
丸
第
一
支
部

生
命
保
険
事
業
、営
業

牧
野
栄
二

倫
理
指
導
実
践
か
ら

得
た
大
き
な
気
づ
き

二
〇
二
五
年
七
月
、
レ
ス
ト
ラ
ン

菊
水
の
奥
村
洋
史
先
輩
か
ら
の

お
誘
い
で
、
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
税
理
士
と
し
て

仕
事
を
し
て
お
り
、
京
都
の

中
小
企
業
の
発
展
に
貢
献
し
て

お
り
ま
す
。
令
和
七
年
十
一
月

に
独
立
開
業
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
ま
だ
入
会
し
て
間
も

な
い
の
で
、
よ
く
わ
か
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
毎

週
の
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
に
積
極
的
に
参
加
し

て
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
こ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

マ
ネ
ッ
ク
ス

合
同
会
計
事
務
所

税
理
士
業

森
繁
樹

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

に
積
極
的
参
加

独
立
し
て
三
年
。
課
題
は
人

員
の
補
強
で
し
た
が
、
過
去

の
経
験
か
ら
人
を
信
じ
き
れ

ず
一
歩
を
踏
み
出
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
単
会

の
諸
先
輩
方
に
相
談
し
「
職

親
と
繋
が
る
」
と
の
倫
理
指

導
を
受
け
実
践
。
感
謝
の
思

い
で
一
つ
ひ
と
つ
進
め
た
結

果
、
信
頼
関
係
が
芽
生
え
、

仕
事
や
食
事
の
機
会
も
増

え
、
人
員
面
に
も
明
る
い
兆

し
が
見
え
て
い
ま
す
。

森
と
川
商
店

空
き
家
の
家
財
道
具
整
理

森
川
幹
雄

感
謝
で
繋
が
る

二
〇
二
五
年
六
月
、
石
橋
賢
さ
ん

の
紹
介
で
入
会
し
ま
し
た
。『
経

営
者
さ
ん
が
多
い
中
、
一
般
社
員

の
私
が
』
と
も
思
い
ま
し
た
が
、

倫
理
を
学
ぶ
上
で
立
場
な
ど
関
係

無
い
し
、
諸
先
輩
方
と
過
ご
す
時

間
は
と
て
も
価
値
が
あ
る
と
思

い
、
入
会
を
決
め
ま
し
た
。
あ
と

は
単
純
に
楽
し
そ
う
と
感
じ
た
か

ら
で
す
。
学
び
続
け
る
姿
勢
や
、

前
に
進
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
個
性
豊

か
な
人
柄
に
も
魅
力
を
感
じ
ま
し

た
。
ご
縁
に
感
謝
し
、
楽
し
み
な

が
ら
自
分
の
世
界
を
広
げ
、
身
を

委
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
カ
ラ
イ
ズ
ヘ
ア
サ
ロ
ン

K
A
Izen 

金
閣
寺
店

美
容
室

堀
内
慶
子

一
期
一
会

組
織
の
立
上
げ
に
悩
ん
で
い
た

時
、
憧
れ
の
経
営
者
の
講
話
に

恵
ま
れ
入
会
。
早
速
受
け
た
倫

理
指
導
で
、
悩
み
を
相
談
す
る

も
見
事
に
自
身
の
甘
さ
を
指
摘

さ
れ
、「
朝
起
き
」と「
決
め
る
」

こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
。「
毎

朝
5
時
に
起
き
る
」
実
践
で
生

活
が
整
い
、
朝
を
有
効
活
用
で

き
る
よ
う
に
。
ま
た
、
自
分
に

矢
印
を
向
け
、「
自
分
が
ど
う

し
た
い
か
」
を
本
気
で
決
め
る

大
切
さ
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。

物
事
を
前
に
進
め
る
力
が
育
っ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
ラ
ン
ス

S
N
S
特
化

シ
ョ
ー
ト
動
画
制
作

桐
原
卓
也

矢
印
を
自
分
に
向
け
、

前
に
進
む
力

は
じ
め
ま
し
て
。
離
婚
の
経

験
を
前
向
き
な
力
に
変
え
た

い
と
思
い
、
こ
ち
ら
の
実
践

を
始
め
ま
し
た
。
朝
は
「
今

日
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
が
起

こ
る
」
と
考
え
、
夜
に
そ
の

日
あ
っ
た
良
い
こ
と
を
三
つ

書
き
出
す
、
と
い
う
も
の
で

す
。
当
初
は
難
し
く
感
じ
ま

し
た
が
、
今
で
は
仕
事
に
集

中
で
き
る
自
由
な
環
境
で
過

ご
せ
て
い
る
こ
と
自
体
が
奇

跡
な
の
だ
と
、
感
謝
の
気
持

ち
で
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

株
式
会
社
　
た
き
新

人
材
紹
介
業

梶
田
裕
幸

日
常
の
些
細
な
感
謝

を
見
つ
け
る
実
践

京
都
嵐
山

整
体
師
と
し
て
四
年
目
を
迎

え
た
開
業
記
念
日
に
、
初
め

て
嵐
山
の
M
S
に
参
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
生
き
方

で
「
何
か
が
足
り
な
い
…
」

と
感
じ
て
い
た
私
は
、
幸
運

に
も
最
初
に
安
澤
会
長
の
講

話
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で

き
、「
私
が
求
め
て
い
た
の

は
こ
れ
だ
！
」
と
確
信
。
そ

の
日
に
入
会
を
申
し
込
み
ま

し
た
。
M
S
で
講
話
さ
れ
る

方
々
は
、
惜
し
み
な
く
壮
絶

な
人
生
を
シ
ェ
ア
し
て
く
だ

さ
り
、
最
高
の
学
び
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も「
分

厚
い
人
」
に
な
る
た
め
、
学

び
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
！

ウ
エ
ノ
カ
イ
ロ

よ
も
ぎ
蒸
し
・

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
整
体

植
野
智
一

分
厚
い
人
に

俺
は
な
る
！

新入会員 紹介 HPの「会員の声」にて、全文を公開！
さらに多くの会員様をご紹介しています。


